
高温多湿な環境で長時間過ごすことにより、次第に体の水分や塩分のバラン
スが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体に熱がこもってしまう状
態になることです。
初夏や梅雨明けなど、体が暑さに慣れていないのに気温が急上昇するときは
特に注意が必要です。特に高齢者は、暑さを感じにくく体温調整できないこ
ともあるため注意が必要ですが、熱中症は、いつでも、どこでも、だれでも
条件次第で発症する危険性があります。水分補給や規則正しい生活リズムで
体調を崩さないように過ごしていきましょう。

梅雨時期は、湿度が高いので汗が蒸発し
にくい環境となり、体温が上がりやすく
なります。「のどが渇いた」と感じる前
に、こまめに少量ずつ、水分・塩分を補
給しましょう。大量に汗をかくと、体内
の水分とともに塩分やミネラルも失われ
ます。水分だけを補給すると、血液中の
塩分やミネラル分が足りなくなり、めま
いや吐き気のような不調が現われます。
塩分を含む飴なども準備し、塩分補給も
忘れないようにしましょう。

体調不良のときは体温調節機能が低下して、熱中症になりや
すくなります。日頃から、睡眠や食事をしっかりとって規則
正しい生活を心がけましょう。夜でも気温が高いときは、寝
る前にコップ一杯程度の水を飲み、脱水状態を起こさないよ
うにしてください。冷房や扇風機などで温度調節を行い、寝
ている間の熱中症対策をすることも大切です。

食事はバランスよく、朝ごはん
もしっかり食べましょう！
寝ているときに汗をかいて脱水
状態になっていることもあるた
め、朝食で水分と栄養を摂りま
しょう。

熱中症

水分補給 栄養補給

睡眠と食事

6月に入りました。これから湿度の高いじめじめとした梅雨の時期に入りま
す。湿度と気温が急上昇する季節となります。暑さに慣れていない体は変化
に対応できないため、体温調節が上手くできず大量の発汗などで熱中症にか
かりやすくなります。



【“くらしと生きがいを再建！” あなたに寄り添うリハビリチーム】
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南草津病院 訪問リハビリテーションをご利用者の皆様へ

本年４月より当院の体制変更により担当者変更や訪問日時の調整など、
皆様には大変ご迷惑をお掛けして誠に申し訳ございませんでした。
新管理者のPT小林をはじめ、スタッフ一同

皆様のニーズや目標の達成に向け、
全力でサポートさせて頂きますので、
今後とも宜しくお願い致します。

お 知 ら せ

訪問リハビリでの感染対策 【訪問利用者様へのご協力のお願い】
〇訪問当日に検温をして頂き、37.5℃
以上ある際は中止とさせて頂きます。
訪問前に本人様・および同居家族様の
体調確認のお電話を掛けさせて頂いて
おります。ご協力お願い致します。

〇リハビリ中のマスク着用
※リハビリ見学されるご家族様にも
同様の対応をお願いしています。
〇洗面所をお借りした際は、手洗い後の
チリ紙は必ず持ち帰ります。

【訪問時の装備】
ゴーグル

マスク

速乾性手指
消毒薬の携帯

7月に入ると新しい『介護保険負担割合証』がお手元に届きます！

現在お持ちの【介護保険負担割合証は7月31日有効期限】となっています。
市役所から更新された新証書が届きましたら、拝見させて頂きたいので
お声掛けください。（「1割」「2割」『3割」と表示のある書類です）
他にも、更新されたマルフク（福祉医療費受給資格者証）などお持ちの方は
念のため確認させて頂けると幸いです。ご協力のほど宜しくお願い致します。
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